
発行日／平成31年１月25日

＊平成３０年１１月１５日(木)若狭ふれ
あいセンターにて市・都市整備課の主催
でワーキング部会がありました。
小浜警察署交通課によりますと小浜西

組地区をゾーン３０（制限速度３０㎞）
に設定するにあたり、現状把握のため一
旦停止の見直し調査を実施中です。

＊平成３０年１２月８日(土) ㈱KNEW(鹿島区)にて、イ
ンバウンド(外国
旅行者)を交えて
地域活性化委員
会の今年の反省
会を兼ねた忘年
会を行ないまし
た。

＊平成３０年１２月２７日(木)
小浜町並み保存資料館において
お正月の生け花を澤口妙子先生
(常磐未生流)に教えていただき
ました。（万年青　盛り花）

『菖蒲
あ や め

』 藪中　美幸(小浜市多田在住)

平成30年４月に小浜鹿島に開店しましたお店です。
両親が住んでいた家屋が空家だったので修理して、小浜西組の活性化

につながればと思いお店を始めました。店の名は花が好きだったこと、
古い町並みにもふさわしいのではないかと『菖蒲

あ や め

』と名付けました。
店においている商品は陶芸作品、ガラス細工、若狭和紙、がま口、和

紙のあかり、竹紙水彩画、絵はがき、つまみ細工、ポーチ、ビーズ作品、ロマンドールなど
です。
小浜で生まれ育った私にとって、小浜への思いは特別なものがあります。小浜の町が好き

で人が好きです。人情が厚く親切な人が
多く、食べ物は特に魚がおいしい。小浜
西組が大勢の人に興味を持っておとずれ
ていただけるような魅力ある町となり、
鹿島の通りにもあちらこちらに人々が歩
いている姿を想像し、夢を膨らませてい
ます。小浜西組がさらに活性化し、発展
していって欲しいと願っています。
（営業日　木・金・土・日）

海

●

●

雅
小浜
公園

お好み焼き太郎
●ホテルナガタ

P

P

この交差点

通勤時間は特に交
通量が多いので、
交差点では十分気
をつけて走行しま
しょう。

平成31年の新しい年を迎えまして
小浜西組町並み協議会　会長　中島　福則

謹んで新春のお喜びを申し上げます。昨年は小浜西組が国の重要伝統
的建造物群保存地区に選定され１０年目を迎えました。それを記念して、
多数の関係者の皆様にご参加いただき、様々な記念行事を行いました。
まず、記念式典は、松崎市長始め、来賓の方々ご出席のもと、浅間の

常高寺で行ないました。
さらに、八幡神社での、京都の町かど芸能おさだ塾の公演、旭座での

懐かし遊び、西組まち歩きツアー等沢山のイベントを行いました。地元の皆様にも参加して
いただき、多くの人に楽しんで頂けた記念事業となりましたことに、企画運営に携わりまし
た関係者一同大変喜んでいるところであります。ご協力、ご支援いただきました各個人、企
業の皆様に対しまして、１０周年記念イベント関係者を代表いたしまして心より御礼申し上
げます。
さて、飛鳥、香取地区の茶屋町の通りの道路整備工事も８割方終わり、今年度は電線など

を地下に通したり、石畳風舗装をして完成を迎えることとなります。また旧丹後街道の舗装
が高級なものになり、西組全域が警察のご指導のもと「ゾーン30」の地域として指定され、
通過車両の抑制や、観光客や西部地区の住民への車両対人事故対策、さらに朝夕の通学路の
安全確保に効果を発揮してくれることと期待いたしております。
国、県、市の補助金を活用しての建物の 修理、修景や、また、小浜市独自の補助金を利用

しての修理も毎年着実に利用され、西組地域内における建物整備の状況が目に見えて感じら
れる状況になってまいりました。建物所有者様の意欲や、行政の方々の熱意に感謝せずには
おられません。西組協議会でもその間、いろいろな活動に取り組んで地域の活性化に努力し
てまいりました。今後とも、西組内の環境整備とともに、活性化につながる活動に取り組ん
で、「住んでよし、訪れてよし」の町をめざして頑張ってゆきたいと考えております。これか
らも、住民の方々の理解と協力なくしては進みません。各種説明会や環境整備計画検討ワー
キングなどには積極的にご参加をして頂きたいものです。今後も皆様のご支援ご鞭撻を切に
お願い申しあげますとともに、小浜西組住民の皆様、また、関係各位の皆様のご健康とご繁
栄を心よりご祈念申し上げ、ご挨拶と御礼に代えさせていただきます。



平成３０年１１月１１日（日）京都府与謝野町から
『ちりめん街道を守り育てる会』の会員２５名が小浜西
組へ視察に来られました。
町並み保存資料館で行なわれた懇談会は『ちりめん街

道を守り育てる会』から事前に質問事項が届いており、
それに答える会になりました。
文化課1名と小浜西組協議会役員４名で対応しました。
Q. 選定１０周年を機に新マスタープランの策定やシン

ボルマークを新しくした経緯、若い人たちがそこま
で関わるようになったきっかけ、育成のためなにか
してきたのかききたい。（男性）

A. 小浜西組町並み協議会は６つの委員会があり、若い
人たちで構成している地域活性化委員会の会員が策
定しました。小浜西組のイベントがあるたびに活性
化委員会の人数が増えてその中の人たちがやる気になって今までの基本構想は変えずに若者
らしいマスタープラン、今よりもっと小浜西組らしいシンボルマークを考えました。

Q. 小浜西組町並み協議会のホームページの文言が好きですが、そうした言い回しに教育委員会
等の理解を得るのに苦労などなかったか。（女性）

A. 全くありません。ホームページに関しては自由にさせてもらっています。
Q. 『ちりめん街道を守り育てる会』でも新陳代謝、世代交代はこれからも課題ですが、無関心

な若い世代が多いのが悩み。（男性）
A. 私たちの会も同じです。年配者でも無関心な人もいます。広報紙（町並み通信）を発行して

重伝建のこと、小浜西組のことをもっともっと知ってもらおうと発行しています。市の文化
課に説明会を開催してもらい、地域住民にさらに関心と理解を深めてもらうよう努力してい
ます。

Q. 小浜西組町並み協議会との行政、関係団体の連携支援体制はどうなっているのか。(男性)
A. 区長会とは各区長に役員になってもらって連携はとれていますが、その他の会は呼びかけは

していますがあまりとれていないのが現状です。支援体制は市から活動補助助金をいただい
ています。

以上のような話し合いが主に行なわれました。『ちりめん街道を守り育てる会』は２５名中女
性が６名参加されており、女性の関心の高さを感じました。その後小浜西組を視察されました。

小浜鹿島に引っ越してきました
与謝野町から｢ちりめん街道を守り育てる会｣

小浜西組に来訪
佐佐久久間間　一一己己

（株式会社KNEW 代表取締役）

初めまして、私は生玉区の生まれで散髪屋の長男です。祖父母・
父母からは家を継げと言われて育ちましたが、どうしても興味を持
てず「経営者として帰ってくるから」という約束をして、県外へ進
学・就職をいたしました。その後下の弟が家を継ぐことが決まり、
「別にお前は帰ってこんでいい」という戦力外通告もあったのです

が、育ててもらった町や特に高校時代のラグビー部の仲間への想いがあり、2017年６月に会社
を立ち上げて戻ってまいりました。
小浜鹿島の家屋は、自宅、事務所、さらにゲストハウスを兼ねております。起業後、小浜

で観光などの仕事をさせて頂くなかで、小浜西組はとても風情ある町並みであり、訪れる外国人
の方にはきっと喜んでもらえるはずだと感じました。しかし住んでいる方にとっては制約も多く、
また空き家も増加しているのが現状です。私はこの「重伝建」地区の制約を武器に変えて商売に
つなげることは出来ないかと思い、ゲストハウスを成功させるという今回のプロジェクトを実行
いたしました。
次に普段から、よくご質問いただく点について書かせていただこうと思います。
Q. 「ゲストハウス」って何？
A. 主にバックパッカー（世界中をなるべく安い予算で旅行している人）に向けた、低単価の宿
です。そのかわり、相部屋であったりシャワールーム等が共用であったりします。

Q. なんでゲストハウスをやろうと思ったの？
A. 高齢化と少子化により小浜市は人口減少から逃れら
れず、定住人口に頼ったビジネスだけでは再度経済
が復活することは難しいと考えました。儲かる仕事
がない＝仕事があるところに移り住む＝さらに若い
人が出ていくというサイクルが起きるので、儲かる仕事を増やそうと考え、その為には今後
も伸びる見込みのある外国人旅行客のビジネスが必要だと考えました。小浜にはビジネスホ
テルや料理付きの民宿はありましたが、バックパッカーが求める1,000円～4,000円程度の
宿は小浜・若狭にも１件もなかったため必要だと考えました。

Q. 小浜に旅行に来る人いるの？
A. オープン前からすでに数件の問い合わせがあり、バックパッカーは冒険心が強く、田舎で珍
しいことに価値を感じてくれるので、一番チャンスのある層ではないかと考えています。今
まで培った広告の経験などを使って、儲かって人の雇用を増やせるように頑張っていきます。

私は現在33歳ですが、自分の子供が生まれて大きくなった時、「地元でビジネスをするのも

十分に儲けられる環境だから、一つの選択肢だよ」と胸を張って言えるように、西組・小浜・
若狭全体の活性化に向けて頑張っていこうと思います。今後ともよろしくお願いいたします。
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いただき、多くの人に楽しんで頂けた記念事業となりましたことに、企画運営に携わりまし
た関係者一同大変喜んでいるところであります。ご協力、ご支援いただきました各個人、企
業の皆様に対しまして、１０周年記念イベント関係者を代表いたしまして心より御礼申し上
げます。
さて、飛鳥、香取地区の茶屋町の通りの道路整備工事も８割方終わり、今年度は電線など

を地下に通したり、石畳風舗装をして完成を迎えることとなります。また旧丹後街道の舗装
が高級なものになり、西組全域が警察のご指導のもと「ゾーン30」の地域として指定され、
通過車両の抑制や、観光客や西部地区の住民への車両対人事故対策、さらに朝夕の通学路の
安全確保に効果を発揮してくれることと期待いたしております。
国、県、市の補助金を活用しての建物の 修理、修景や、また、小浜市独自の補助金を利用

しての修理も毎年着実に利用され、西組地域内における建物整備の状況が目に見えて感じら
れる状況になってまいりました。建物所有者様の意欲や、行政の方々の熱意に感謝せずには
おられません。西組協議会でもその間、いろいろな活動に取り組んで地域の活性化に努力し
てまいりました。今後とも、西組内の環境整備とともに、活性化につながる活動に取り組ん
で、「住んでよし、訪れてよし」の町をめざして頑張ってゆきたいと考えております。これか
らも、住民の方々の理解と協力なくしては進みません。各種説明会や環境整備計画検討ワー
キングなどには積極的にご参加をして頂きたいものです。今後も皆様のご支援ご鞭撻を切に
お願い申しあげますとともに、小浜西組住民の皆様、また、関係各位の皆様のご健康とご繁
栄を心よりご祈念申し上げ、ご挨拶と御礼に代えさせていただきます。
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